
一
　
問
題
の
所
在

大
福
光
寺
本
『
方
丈
記
』

（
１
）

に
は
、
副
詞
「
い
は
ば
」
が
次
の
よ
う
に
二
例
用

い
ら
れ
て
い
る

（
２
）

。

○
ソ
ノ
ア
ル
ジ
ト
ス
ミ
カ
ト
無
常
ヲ
ア
ラ
ソ
フ
サ
マ
、
―イ
―ハ
―ヾ
ア
サ
ガ
ホ
ノ

露
ニ
コ
ト
ナ
ラ
ズ
。（
五
八
五
⑧
）

○
コ
ヽ
ニ
六
ソ
ヂ
ノ
露
キ
エ
ガ
タ
ニ
ヲ
ヨ
ビ
テ
、
更
ス
ヱ
バ
ノ
ヤ
ド
リ
ヲ
ム

ス
ベ
ル
事
ア
リ
。
―イ
―ハ
―ヾ
旅
人
ノ
一
夜
ノ
宿
ヲ
ツ
ク
リ
老
タ
ル
カ
イ
コ
ノ

マ
ユ
ヲ
イ
ト
ナ
ム
ガ
ゴ
ト
シ
。（
六
〇
三
⑩
）

＊
以
下
、
大
福
光
寺
本
『
方
丈
記
』
の
用
例
の
文
頭
に
は
、
○
印
を
付
す
こ
と
と
す
る
。

い
ず
れ
も
、〈
仮
に
言
う
な
ら
ば
〉〈
た
と
え
て
言
う
な
ら
ば
〉
の
意
で
用
い

ら
れ
て
お
り
、
文
末
に
お
け
る
比
況
表
現
と
呼
応
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
副

詞
「
い
は
ば
」
は
、
現
代
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
章
に
お
い
て
用
い
ら
れ
、
ど
ち

ら
か
と
言
え
ば
あ
り
ふ
れ
た
用
語
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、『
方
丈
記
』
の
時
代
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
使
用
頻
度
の
高
い

用
語
で
は
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
、
次
に
掲
げ
た
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
仮
名
（
交

じ
り
）
文
に
は
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い

（
３
）

。

今
昔
物
語
集
、
打
聞
集
、
古
本
説
話
集
、
宇
治
拾
遺
物
語
、
宝
物
集
（
宮

内
庁
書
陵
部
本
）、
閑
居
友
、
古
事
談
、
1
集
抄
、
十
訓
抄
、
古
今
著
聞

集
、
沙
石
集
、
保
元
物
語
、
平
治
物
語
、
平
家
物
語
（
延
慶
本
・
覚
一

本
）、
水
鏡
、
篁
物
語
、
唐
物
語
、
海
道
記
、
東
関
紀
行
、
十
六
夜
日
記
、

と
は
ず
が
た
り
、
徒
然
草

一
方
、
同
じ
作
者
（
鴨
長
明
）
の
作
品
で
あ
る
『
発
心
集
』
に
は
、
次
の
よ

う
に
四
例
の
「
い
は
ば
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る

（
４
）

。

・
若も

し
又
、
ふ
た
た
び
問
ふ
に
便
り
な
き
を
ば
、
所
の
名
、
人
の
名
を
記
さ

ず
。
―云
―は
―ば
、
雲
を
取
り
、
風
を
む
す
べ
る
が
如
し
。（
四
五
⑤
）

・
海
に
求
め
、
山
に
得
た
る
味
ひ
も
、
一
夜
へ
ぬ
れ
ば
、
悉
こ
と
ご
と
く
不
浄
と
な
り

ぬ
。
―い
―は
―ば
、
描
け
る
瓶か
め

に
糞ふ
ん

穢ゑ

を
入
れ
、
く
さ
り
た
る
か
ば
ね
に
錦
を

― 1―



ま
と
へ
る
が
如
し
。（
一
八
二
③
）

・
た
だ
、
流る

来ら
い

生し
や
う死じ

の
夢
の
内
、
因
縁
お
の
づ
か
ら
和
合
し
て
、
仮
に
業ご
ふ

報ほ
う

の
形
の
顕
は
れ
た
る
ば
か
り
な
り
。
―云
―は
―ば
、
旅
人
の
一
夜
の
宿
を
借
る

が
ご
と
し
。（
三
三
〇
⑪
）

・
生
れ
死
ぬ
る
け
が
ら
ひ
は
、
―い
――は
―ば
仮
の
い
ま
し
め
に
て
こ
そ
あ
ら
め

（
一
九
六
⑬
）

四
例
と
も
意
味
は
『
方
丈
記
』
と
共
通
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
三
例
は
文

末
の
比
況
表
現
と
呼
応
し
て
い
る
。

右
の
よ
う
な
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、「
い
は
ば
」
は
院
政
・
鎌
倉
時
代
の

仮
名
交
じ
り
文
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
一
般
的
な
用
語
で
は
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
鴨
長
明
が
何
ら
か
の
理
由
で
個
人
的
に
用
い
て
い
た
も
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
る
。

副
詞
「
い
は
ば
」
の
使
用
例
は
、
鴨
長
明
が
用
い
る
以
前
に
も
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
も
し
あ
る
と
す
れ
ば
、
長
明
は
ど
の
よ
う
な
文
献
か
ら
い
か
に
し
て
自

ら
の
文
章
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
こ
の

問
題
の
検
討
を
足
掛
か
り
と
し
つ
つ
、『
方
丈
記
』
の
用
語
と
文
体
の
内
実
に

つ
い
て
追
究
し
た
い
と
思
う
。

二
　
平
安
時
代
に
お
け
る
副
詞
「
い
は
ば
」
の
使
用
状
況

ま
ず
、
宮
島
達
夫
編
『
古
典
対
照
語
い
表
』（
一
九
七
一
年
、
笠
間
書
院
）

に
は
、『
方
丈
記
』（
二
例
）
以
外
に
用
例
数
の
記
載
が
な
い
。
そ
こ
で
、
同
書

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
作
品
も
含
め
て
索
引
類
を
調
べ
て
み
る
と
、『
栄

花
物
語
』
に
次
の
一
例
が
見
出
さ
れ
た

（
５
）

。

・
世
中
の
十
が
九
は
、
皆み
な

鈍に
ぶ

み
渡わ
た

り
た
り
。
―い
―は
―ゞ
諒
闇
と
も
い
ひ
つ
べ
し
。

（
巻
第
三
十
・

三
三
六
⑥
）

ま
た
、『
新
編
国
歌
大
観C

D
-R

O
M

版

V
er.

2

』（
角
川
学
芸
出
版
）
を
用

い
て
検
索
す
る
と
、『
方
丈
記
』
以
前
の
作
品
で
は
、『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序

に
お
い
て
次
の
四
例
が
見
出
さ
れ
た
（
６
）
。
そ
の
用
法
は
、『
方
丈
記
』
と
同
様
に

文
末
の
比
況
表
現
と
呼
応
し
て
い
る
。

・
文ふ
ん

屋や
の

康や
す

秀ひ
で

は
、
詞
こ
と
ば

は
た
く
み
に
て
、
そ
の
さ
ま
身
に
お
は
ず
。
―い
―は
―ば
、

商あ
き

人ひ
と

の
よ
き
衣き
ぬ

着
た
ら
む
が
ご
と
し
。（
二
六
⑭
）

・
宇
治
山
の
僧
喜き

1せ
ん

は
、
詞
こ
と
ば

か
す
か
に
し
て
、
始
め
終
り
た
し
か
な
ら
ず
。

―い
―は
―ば
、
秋
の
月
を
見
る
に
暁
あ
か
つ
き
の
雲
に
あ
へ
る
が
ご
と
し
。（
二
七
④
）

・
小を
の野の

小こ
ま
町ち

は
、
古
い
に
し
へ
の
衣そ
と

通ほ
り

姫ひ
め

の
流り
う

な
り
。
あ
は
れ
な
る
や
う
に
て
、
つ
よ
か

ら
ず
。
―い
―は
―ば
、
よ
き
女
を
う
な
の
な
や
め
る
と
こ
ろ
あ
る
に
似
た
り
。（
二
八
①
）

・
大お
ほ

友と
も
の

黒く
ろ

主ぬ
し

は
、
そ
の
さ
ま
い
や
し
。
―い
―は
―ば
、
薪
た
き
ぎ

負お

へ
る
山や
ま

人び
と

の
花
の

蔭か
げ

に
休
め
る
が
ご
と
し
。（
二
八
⑧
）

現
時
点
で
は
、
平
安
時
代
の
和
文
に
お
け
る
用
例
は
右
の
五
例
で
あ
り
、
全
体

的
に
用
例
は
乏
し
い
が
、
他
の
作
品
に
比
べ
て
言
語
量
が
僅
か
で
あ
る
『
古
今
和

歌
集
』
仮
名
序
に
、
四
例
も
の
用
例
が
集
中
し
て
い
る
点
に
は
注
意
さ
れ
る
。

次
に
、
漢
文
訓
読
文
に
お
け
る
「
い
は
ば
」
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
築
島
裕

『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
就
き
て
の
研
究
』（
一
九
六
三
年
、
東
京
大
学
出

下
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版
会
）
第
六
章
第
四
節
「
古
今
集
仮
名
序
と
漢
文
訓
読
」
の
中
で
、『
古
今
和

歌
集
』
の
仮
名
序
と
同
真
名
序
と
が
相
互
に
近
似
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所

を
引
用
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
部
分
の
「
仮
名
序
」
の
文
の
中
に
さ
へ
も
、
―訓
―読
―に
―は
―一
―般
―に
―用
―ゐ

―ら
―れ
―な
―い
―は
―ず
―の、
助
動
詞
の
「
け
り
」
や
―副
―詞
―「
―い
―は
―ば
―」
―な
―ど
―が
―存

―し
（
傍
線
青
木
）、
何
れ
も
「
真
名
序
」
の
訓
読
語
そ
の
ま
ゝ
と
は
考
へ

ら
れ
な
い
。

す
な
わ
ち
、『
古
今
和
歌
集
』
真
名
序
（
漢
文
体
の
序
文
）
に
は
「
い
は
ば
」

と
訓
読
し
得
る
漢
字
表
記
が
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
よ
う
な
、
真
名
序
に
な
く
か

つ
漢
文
訓
読
で
も
一
般
に
用
い
ら
れ
な
い
「
い
は
ば
」
を
、
仮
名
序
の
作
者
と

さ
れ
る
紀
貫
之
が
独
自
に
用
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
紀
貫
之
作
と
さ
れ
る
『
新
1
和
歌
集
』
の
漢
文
体
の
序
文
に
は

「
い
は
ば
」
と
訓
読
し
得
る
漢
字
表
記
は
認
め
ら
れ
な
い
。
推
測
の
域
を
出
な

い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
使
用
語
と
し
て
「
い
は
ば
」
を
持
っ
て
い
た
紀
貫
之
も

漢
文
体
の
文
章
の
中
で
は
用
い
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
築
島
裕
編
『
訓
点
語
彙
集
成
』（
二
〇
〇
七
〜
〇
九
年
、
汲
古
書
院
）

に
は
、
副
詞
「
い
は
ば
」
は
次
の
一
例
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

・
謂
「
イ
ハ
ヽ
」（
大
日
経
義
釈
　
延
久
六
年
　
朱
点
﹇
宝
幢
院
点
﹈
＋
墨

点
﹇
仮
名
点
・
承
保
二
年
﹈）

こ
の
よ
う
に
、
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
文
に
お
い
て
も
「
い
は
ば
」
の
用
例

は
乏
し
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
（
７
）
。

た
だ
し
、
漢
文
訓
読
文
に
は
「
タ
ト
ヘ
バ
…
ゴ
ト
シ
」
と
い
う
表
現
形
式
が

見
ら
れ
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
〈
例
え
て
言
わ
ば

、
、
、
、
、
、

…
如
し
〉
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、「
い
は
ば
…
ご
と
し
」
は
、
漢
文
訓
読
文
に
直
接

用
い
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
そ
の
文
体
的
性
質
は
漢
文
訓
読
的
で

あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

三
『
方
丈
記
』
に
お
け
る
副
詞
「
い
は
ば
」
の
出
自

前
項
ま
で
の
検
討
に
よ
れ
ば
、『
方
丈
記
』
以
前
の
文
献
で
副
詞
「
い
は
ば
」

の
用
例
が
見
出
さ
れ
る
の
は
、『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
『
栄
花
物
語
』
お
よ

び
『
大
日
経
義
釈
』（
延
久
六
年
）
で
あ
っ
た
。『
方
丈
記
』
の
「
い
は
ば
」
は
、

こ
れ
ら
の
文
献
に
お
け
る
用
例
に
影
響
を
受
け
て
用
い
ら
れ
た
も
の
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
そ
れ
ら
と
は
無
関
係
に
鴨
長
明
が
独
自
に
用
い
た
も
の

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
鴨
長
明
作
と
さ

れ
る
『
無
名
抄
』
に
お
け
る
次
の
記
述
が
参
考
と
な
ろ
う
（
８
）
。

古
人
云
は
く
、「
か
な
に
物
か
く
事
は
、
歌
の
序
は
、
古
今
の
か
な
の
序
を

ほ
ん
と
す
。
日
記
は
、
お
ほ
か
ゞ
み
の
こ
と
ざ
ま
を
な
ら
ふ
。
和
歌
の
詞

は
、
伊
勢
物
語
、な
ら
び
に
後
1
の
歌
の
詞
を
ま
な
ぶ
。
物
語
は
、
源
氏
に

過
ぎ
た
る
物
な
し
。
み
な
此
れ
ら
を
お
も
は
へ
て
書
く
べ
き
な
り
。（
略
）」

右
の
よ
う
に
、「
古
人
」
の
言
葉
を
引
用
す
る
か
た
ち
で
、
仮
名
文
を
書
く

場
合
、
和
歌
集
の
序
文
は
『
古
今
和
歌
集
』
の
仮
名
序
を
、
日
記
は
『
大
鏡
』

を
、
和
歌
の
詞
書
は
『
伊
勢
物
語
』
と
『
後
1
和
歌
集
』
を
、
物
語
は
『
源
氏
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物
語
』
を
手
本
に
し
て
書
く
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

『
方
丈
記
』
は
文
学
史
の
上
で
は
〈
随
筆
〉
や
〈
記
録
文
学
〉
な
ど
と
分
類

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
右
の
引
用
文
の
中
で
は
、『
方
丈

記
』
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
執
筆
す
る
上
で
手
本
と
な
る
文
献
は
挙
げ

ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
和
歌
集
の
序
文
の
場
合
で
あ
る
と
は
言

え
、『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
が
仮
名
文
を
書
く
際
の
手
本
の
一
つ
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
鴨
長
明
は
『
古
今
和
歌

集
』
仮
名
序
に
つ
い
て
、
文
章
と
し
て
の
価
値
を
高
く
評
価
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、『
方
丈
記
』
と
は
文
学
作
品
と
し
て
の
ジ

ャ
ン
ル
を
異
に
し
て
い
る
と
は
言
う
も
の
の
、『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
が
長

明
自
身
の
用
語
や
文
章
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は

な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
使
用
例
の
極
め
て
乏
し
い
副
詞

「
い
は
ば
」
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
影
響
関
係
の
想
定
さ
れ
る
文
献
（『
古
今
和

歌
集
』
仮
名
序
と
『
方
丈
記
』）
に
お
い
て
、
用
法
を
等
し
く
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、『
方
丈
記
』
に
お
け
る
「
い
は
ば
」
は

『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
影
響
を
受
け
て
用
い
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い

と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
方
丈
記
』
に
お
け
る
「
い
は
ば
」
が
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名

序
の
影
響
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
以
外
に
用
語
や
表
現
に
関
し

て
影
響
を
受
け
て
い
る
点
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
目
で
両
文
献
に
共
通
す

る
表
現
を
探
し
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
認
め
ら
れ
る
（
こ

こ
で
は
複
数
の
語
の
組
み
合
わ
せ
に
成
る
表
現
に
限
る
こ
と
と
す
る
）。

・
―世
―の
―中
―に
―あ
―る
―人
、
こ
と
わ
ざ
繁し
げ

き
も
の
な
れ
ば
、（
一
七
②
）

○
―世
―中
―ニ
―ア
―ル
―人
ト
栖
ト
又
カ
ク
ノ
ゴ
ト
シ
。（
五
八
四
③
）

・
猛た
け

き
武も
の

士の
ふ

の
―心
―を
―も
―慰
―む
―る
は
歌
な
り
。（
一
七
⑦
）

・
長な
が

柄ら

の
橋
も
つ
く
る
な
り
と
聞
く
人
は
、
歌
に
の
み
ぞ
―心
―を
―慰
―め
け
る
。

（
二
四
⑦
）

○
ソ
ノ
ヨ
ハ
ヒ
コ
ト
ノ
ホ
カ
ナ
レ
ド
、
―心
―ヲ
―ナ
―グ
―サ
―ム
―ル
コ
ト
コ
レ
ヲ
ナ

ジ
。（
六
〇
七
⑨
）

○
勝
地
ハ
ヌ
シ
ナ
ケ
レ
バ
、
―心
―ヲ
―ナ
―グ
―サ
―ム
―ル
ニ
サ
ハ
リ
ナ
シ
。（
六
〇
八
④
）

・
草
の
露つ
ゆ

、
―水
―の
―泡あわ
を
見
て
わ
が
身
を
驚
き
、（
二
四
①
）

○
朝
ニ
死
ニ
夕
ニ
生
ル
ヽ
ナ
ラ
ヒ
、
―水
―ノ
―ア
―ハ
ニ
ゾ
似
リ
ケ
ル
。（
五
八
五
⑤
）

・
―時
―を
―失
―ひ
、
世
に
わ
び
、
親し
た

し
か
り
し
も
疎う
と

く
な
り
、（
二
四
②
）

○
―時
―ヲ
―ウ
―シ
―ナ
―ヒ
世
ニ
ア
マ
サ
レ
テ
ゴ
ス
ル
所
ナ
キ
モ
ノ
ハ
、（
五
九
一
⑤
）

・
古
い
に
し
へ
の
こ
と
を
も
、
歌
の
心
を
も
知
れ
る
人
、
―わ
―づ
―か
―に
―一ひと
―人り
―二ふた
―人り
―な
―り

き
。（
二
五
⑫
）
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○
イ
ニ
シ
ヘ
見
シ
人
ハ
二
三
十
人
ガ
中
ニ
―ワ
―ヅ
―カ
―ニ
―ヒ
―ト
―リ
―フ
―タ
―リ
―ナ
―リ
。

（
五
八
五
③
）

・
た
と
へ
ば
、
絵
に
か
け
る
女
を
う
な

を
見
て
、
い
た
づ
ら
に
―心
―を
―動
―か
―す
が
ご
と

し
。（
二
六
④
）

○
物
ウ
シ
ト
テ
モ
―心
―ヲ
―ウ
―ゴ
―カ
―ス
事
ナ
シ
。（
六
一
二
⑧
）

・
―た
―と
―へ
―ば
、
絵
に
か
け
る
女
を
う
な
を
見
て
、
い
た
づ
ら
に
心
を
動
か
す
―が
―ご
―と

―し
。（
二
六
③
）

○
―タ
―ト
―ヘ
―バ
、
ス
ヾ
メ
ノ
タ
カ
ノ
ス
ニ
チ
カ
ヅ
ケ
ル
―ガ
―ゴ
―ト
―シ
。（
六
〇
一
③
）

・
い
は
ば
、
よ
き
女
を
う
な

の
な
や
め
る
と
こ
ろ
あ
る
―に
―似
―た
―り
。（
二
八
①
）

○
朝
ニ
死
ニ
夕
ニ
生
ル
ヽ
ナ
ラ
ヒ
、
水
ノ
ア
ハ
―ニ
―ゾ
―似
―リ
―ケ
―ル
。（
五
八
五
⑤
）

○
世
ニ
シ
タ
ガ
ヘ
バ
身
ク
ル
シ
。
シ
タ
ガ
ハ
ネ
バ
狂
セ
ル
―ニ
―ヽ
―タ
―リ
。（
六

〇
二
③
）

○
ア
カ
月
ノ
ア
メ
ハ
ヲ
ノ
ヅ
カ
ラ
コ
ノ
ハ
フ
ク
ア
ラ
シ
―ニ
―ニ
―タ
―リ
。（
六
〇
九
③
）

・

―郭ほとと
―公ぎす
―を
―聞
―き
、
紅も
み
葉ぢ

を
折
り
、（
二
九
⑨
）

○
夏
ハ
―郭
―公
―ヲ
―キ
―ク
。（
六
〇
六
②
）

・
空む
な

し
き
名
の
み
、
秋
の
夜よ

の
長
き
を
か
こ
て
れ
ば
、
―か
―つ
は
人
の
耳
に
恐お
そ

り
、
―か
―つ
は
歌
の
心
に
恥
ぢ
思
へ
ど
、（
三
〇
④
）

○
ヨ
ド
ミ
ニ
ウ
カ
ブ
ウ
タ
カ
タ
ハ
、
―カ
―ツ
キ
エ
―カ
―ツ
ム
ス
ビ
テ
、
ヒ
サ
シ
ク

ト
ヾ
マ
リ
タ
ル
タ
メ
シ
ナ
シ
。（
五
八
四
②
）

・
―真まさ
―拆き
――の
―0
か
づ
ら

長
く
伝
は
り
、（
三
〇
⑩
）

○
―マ
―サ
―キ
―ノ
―カ
―ヅ
―ラ
ア
ト
ウ
ヅ
メ
リ
。（
六
〇
五
⑩
）

右
に
挙
げ
た
表
現
は
、
必
ず
し
も
用
例
の
稀
少
な
も
の
で
は
な
い
た
め
、
両

文
献
の
影
響
関
係
を
証
明
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
は
い
さ
さ
か
弱
い
面
が
あ

る
こ
と
は
否
め
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、『
方
丈
記
』
に
お
け
る
「
い
は
ば
」

が
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
影
響
を
受
け
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
の
見
方
を

補
強
す
る
材
料
に
は
な
る
と
思
わ
れ
る
。

四
『
方
丈
記
』
に
お
け
る
歌
語
の
使
用
状
況

こ
こ
で
、『
方
丈
記
』
の
文
体
を
構
成
す
る
要
素
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き

た
い
。

従
来
『
方
丈
記
』
は
、
和
文
語
・
漢
文
訓
読
語
が
縦
横
に
交
用
さ
れ
、
対
句

的
表
現
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
るA

和
漢
混
淆
文B

の
一

典
型
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
て
い
る
（
９
）
。
そ
し
て
『
方
丈
記
』
の
こ
の
よ
う
な
文

体
の
形
成
に
は
、
四
六
駢
儷
体
で
書
か
れ
た
慶
滋
保
胤
の
「
池
亭
記
」
が
著
し

い
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
10
）
。
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ま
た
、
叙
述
や
描
写
の
中
に
は
、
先
行
す
る
和
歌
の
表
現
を
借
用
し
た
り
、

著
名
な
歌
語
的
表
現
を
援
用
し
た
り
し
な
が
ら
、
そ
れ
と
は
明
示
せ
ず
に
（
つ

ま
り
引
用
の
形
式
を
取
ら
ず
に
）
自
分
の
文
章
の
中
に
溶
け
込
ま
せ
て
い
る
箇

所
が
存
し
て
い
る
（
11
）
。

こ
の
よ
う
に
、『
方
丈
記
』
の
文
体
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
は
、
少
な
く
と

も
①
和
文
語
・
②
漢
文
訓
読
語
・
③
歌
語
的
表
現
・
④
対
句
的
表
現
が
認
め
ら

れ
、
①
③
は
和
文
的
要
素
、
②
④
は
漢
文
的
要
素
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、『
方
丈
記
』
の
文
章
中
に
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
、
具
体
的

、
、
、

な
和
歌
を
踏
ま
え
た
結
果
と
し
て
用
い
ら
れ
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

歌
語
的
表
現
（
③
）
と
は
別

に
、
通
常
散
文
に
は
用
い
ら
れ
ず
基
本
的
に
は
和
歌
に
用
い
ら
れ
る
は
ず
の
、

い
わ
ゆ
る
歌
語
が
少
な
か
ら
ず
用
い
ら
れ
て
お
り
、
す
で
に
「
家い
へ

苞づ
と

」「
帰
る

さ
」「
死
出
の
山
路
」「（
川
も
）
狭せ

に
」「
た
ま
ゆ
ら
」「
外と

山や
ま

」「
藤
波
」「
都

の
手
振
り
」
の
使
用
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
12
）
。
地
の
文
に
そ
れ
と
な
く
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
の
よ
う
な
歌
語
は
、A

和
漢
混
淆
文B

の
典
型
と
見
な
さ
れ
て
い

る
『
方
丈
記
』
の
文
体
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
用
語
以
外
で
は
、『
方
丈
記
』
の
地
の
文
に
用
い

ら
れ
て
い
る
歌
語
と
し
て
、
次
の
諸
語
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
う
た
か
た
（
泡
沫
）」

○
ヨ
ド
ミ
ニ
ウ
カ
ブ
―ウ
―タ
―カ
―タ
ハ
、
カ
ツ
キ
エ
カ
ツ
ム
ス
ビ
テ
、
ヒ
サ
シ
ク

ト
ヾ
マ
リ
タ
ル
タ
メ
シ
ナ
シ
。（
五
八
四
②
）

『
古
典
対
照
語
い
表
』
所
載
の
散
文
作
品
（『
方
丈
記
』
以
前
）
で
は
、『
源

氏
物
語
』
に
一
例
「
う
た
か
た
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
和
歌
中
の

例
で
あ
る
（
13
）
。

・
な
が
め
す
る
軒
の
し
づ
く
に
袖
ぬ
れ
て
―う
―た
―か
―た
人
を
し
の
ば
ざ
ら
め
や

（
真
木
・

一
四
〇
⑮
）

『
八
代
集
総
索
引
』
に
よ
れ
ば
、『
後
1
和
歌
集
』
に
二
例
（
515
・
904
）
使

用
例
が
あ
る（

14
）
。

・
思お
も

ひ
河
絶た
え
ず
流なが
る
ゝ
水
の
泡あは
の
―う
―た
―が
―た
人
に
あ
は
で
消き
え
め
や
（『
後

1
』
515
）

・
降ふ

り
止や

め
ば
跡あ
と

だ
に
見
え
ぬ
―う
―た
―か
―た
の
消き

え
て
は
か
な
き
世よ

を
頼た
の

む
哉
（
か
な
）

（『
後
1
』
904
）

と
こ
ろ
で
、
右
の
五
一
五
番
歌
で
は
、「
う
た
か
た
」
と
と
も
に
「
河
」「
絶た

え
ず
」「
流な
が

る
ゝ
」「
水
の
泡あ
は

」「
消き

え
」
の
諸
語
が
縁
語
的
に
用
い
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
は
『
方
丈
記
』
冒
頭
部
に
お
い
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
（
15
）
。

○
ユ
ク
―河
ノ
―ナ
―ガ
―レ
ハ
―タ
―エ
―ズ
シ
テ
、
シ
カ
モ
ヽ
ト
ノ
水
ニ
ア
ラ
ズ
。
ヨ
ド

ミ
ニ
ウ
カ
ブ
―ウ
―タ
―カ
―タ
ハ
、
カ
ツ
―キ
―エ
カ
ツ
ム
ス
ビ
テ
、
ヒ
サ
シ
ク
ト
ヾ

マ
リ
タ
ル
タ
メ
シ
ナ
シ
。（
中
略
）
朝
ニ
死
ニ
夕
ニ
生
ル
ヽ
ナ
ラ
ヒ
、
―水

―ノ
―ア
―ハ
ニ
ゾ
似
リ
ケ
ル
。

こ
の
こ
と
は
、『
方
丈
記
』
の
文
章
が
、
冒
頭
か
ら
す
で
に
歌
語
も
な
じ
む
よ

う
な
文
体
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

三
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「
つ
ま
き
（
爪
木
）」

○
林
ノ
木
（
軒
）
チ
カ
ケ
レ
バ
、
―ツ
―マ
―木
ヲ
ヒ
ロ
ウ
ニ
ト
モ
シ
カ
ラ
ズ
。（
六

〇
五
⑨
）

『
古
典
対
照
語
い
表
』
所
載
の
散
文
作
品
（『
方
丈
記
』
以
前
）
に
は
「
つ
ま

き
（
爪
木
）」
は
見
ら
れ
な
い
。

『
八
代
集
総
索
引
』
に
よ
れ
ば
、『
後
1
和
歌
集
』
に
一
例
（
1083
）、『
新
古

今
和
歌
集
』
に
三
例
（
927
・
1634
・
1637
）
使
用
例
が
あ
る
。

・
住す

み
わ
び
ぬ
今
は
限
（
か
ぎ
り
）と
山
里ざ
と

に
―つ
―ま
―木
こ
る
べ
き
宿や
ど

求も
と

め
て
ん
（『
後

1
』
1083
）

・
旅た
び

寝ね

す
る
蘆あ
し

の
ま
ろ
屋や

の
さ
む
け
れ
ば
―つ
―ま
―木
こ
り
つ
む
舟
い
そ
ぐ
也
（
な
り
）

（『
新
古
今
』
927
）

・
立た

ち
出い

で
てゝ
―つ
―ま
―木
お
（
を
）
り
こ
し
片か
た

岡を
か

の
深ふ
か

き
山
路ぢ

と
な
り
に
け
る
か
な

（『
新
古
今
』
1634
）

・
い
ま
は
と
て
―つ
―ま
―木
こ
る
べ
き
宿や
ど

の
松
千ち

代よ

を
ば
君
と
猶
い
の
る
哉
（
か
な
）（『
新

古
今
』

1637
）

「
う
つ
せ
み
（
現
身
）」

○
ア
キ
ハ
ヒ
グ
ラ
シ
ノ
コ
ヱ
ミ
ヽ
ニ
満
リ
。
―ウ
―ツ
―セ
―ミ
ノ
ヨ
ヲ
カ
ナ
シ
ム
ホ

ド
キ
コ
ユ
。（
六
〇
六
③
）

『
古
典
対
照
語
い
表
』
所
載
の
散
文
作
品
（『
方
丈
記
』
以
前
）
で
は
、『
源

氏
物
語
』
に
二
例
「
う
つ
せ
み
（
現
身
）」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ

も
和
歌
中
の
例
で
あ
る
。

・
―空うつ
―2せみ
の
世
は
う
き
物
と
知し

り
に
し
を
ま
た
言こ
と

の
葉
に
か
ゝ
る
命
い
の
ち

よ
（
夕

顔
・

一
四
二
⑦
）

・
羽は

衣
の
う
す
き
に
か
は
る
け
ふ
よ
り
は
―空うつ
―2
の
世
ぞ
い
と
ゞ
か
な
し
き

（
幻
・

一
九
八
③
）

『
八
代
集
総
索
引
』
に
よ
れ
ば
、『
古
今
和
歌
集
』
に
一
例
（
831
）
使
用
例
が

あ
る
。

・
空―
（
う
つ

―2せ
み
）は
殻か
ら

を
見
つ
ゝ
も
な
ぐ
さ
め
つ
深
草
の
山
煙
（
け
ぶ
り
）
だ
に
た
て（『
古
今
』
831
）

「
や
ま
も
り
（
山
守
）」

○
又
フ
モ
ト
ニ
一
ノ
シ
バ
ノ
イ
ホ
リ
ア
リ
。
ス
ナ
ハ
チ
コ
ノ
―山
―モ
―リ
ガ
ヲ
ル

所
也
。（
六
〇
七
⑦
）

『
古
典
対
照
語
い
表
』
所
載
の
散
文
作
品
（『
方
丈
記
』
以
前
）
に
は
「
や
ま

も
り
（
山
守
）」
は
見
ら
れ
な
い
。

『
八
代
集
総
索
引
』
に
よ
れ
ば
、『
後
1
和
歌
集
』
に
三
例
（
50
・
384
・
761
）、

『
金
葉
和
歌
集
』
に
一
例
（
249
）、『
千
載
和
歌
集
』
に
一
例
（
978
）
使
用
例
が

あ
る
。

・
―山
―守
は
い
は
ばゝ
い
は
南
（
な
む
）高
砂
の
尾お
の

上へ

の
桜
折
（
を
り
）て
か
ざ
ゝ
む
（『
後
1
』
50
）

・
葦
（
あ
し

引ひ
き
）の
山
の
―山
―守もり
も
る
山
も
紅
葉
せ
さ
す
る
秋
は
来き

に
け
り
（『
後
1
』

384
）

・
世
と
とゝ
も
に
な
げ
き
樵こ

り
積つ

む
身
に
し
あ
れ
ば
な
ぞ
―山やま
―守もり
の
あ
る
か
ひ
も

な
き
（『
後
1
』
761
）

・
―山やま
―守もり
よ
斧を
の

のゝ
を
（
お
）

と
高た
か

く
ひ
ゞ
く
也
み
ね
の
紅も
み
葉ぢ

は
よ
き
て
き
ら
せ
よ
（『
金

四 一
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葉
』
249
）

・
人
知し

れ
ぬ
大お
ほ

内う
ち

山
の
―山やま
―守もり
は
木こ

隠が
く

れ
て
の
み
月
を
見み

る
か
な
（『
千
載
』
978
）

な
お
『
後
1
和
歌
集
』
五
〇
番
歌
に
は
「
い
は
ば
い
は
な
む
」
と
い
う
表
現

が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
の
「
い
は
ば
」
は
副
詞
で
は
な
く
動
詞
と
見
な
さ

れ
る
の
で
、
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
副
詞
「
い
は
ば
」
と
は
別
語
と
考
え
ら

れ
る
。

「
た
び
び
と
（
旅
人
）」

○
イ
ハ
ヾ
、
―旅
―人
ノ
一
夜
ノ
宿
ヲ
ツ
ク
リ
老
タ
ル
カ
イ
コ
ノ
マ
ユ
ヲ
イ
ト
ナ

ム
ガ
ゴ
ト
シ
。（
六
〇
三
⑩
）

『
古
典
対
照
語
い
表
』
所
載
の
散
文
作
品
（『
方
丈
記
』
以
前
）
で
は
、『
源

氏
物
語
』
に
二
例
「
た
び
び
と
（
旅
人
）」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
一
例
は

『
拾
遺
和
歌
集
』
の
歌
を
踏
ま
え
た
光
源
氏
の
会
話
文
中
の
例
、
も
う
一
例
は

和
歌
中
の
例
で
あ
る
。

・「（
略
）
親お
や

な
し
に
臥ふ

せ
る
―旅たび
―人
と
は
ぐ
くゝ
み
給
へ
か
し
」
と
て
（
朝

顔
・

二
六
三
①
）

cf.
し
な
て
る
や
片か
た

岡を
か

山
に
飯い
ゐ

に
餓う

へ
（
ゑ
）
て
臥ふ

せ
る
―旅たび
―人
あ
は
れ
親お
や

な
し
（『
拾

遺
』
1350
）

・
か
ざ
し
お
（
を
）
る
花
の
た
よ
り
に
山
が
つ
の
垣か
き

根ね

を
過す

ぎ
ぬ
春
の
―旅たび
―人
（
椎

本
・

三
四
四
⑫
）

『
八
代
集
総
索
引
』
に
よ
れ
ば
、『
拾
遺
和
歌
集
』
に
四
例
（
326
・
342
・
886
・

1350
）、『
金
葉
和
歌
集
』
に
一
例
（
263
）、『
新
古
今
和
歌
集
』
に
三
例
（
928
・

951
・
953
）
使
用
例
が
あ
る
。

・
―旅
―人
の
露
払は
ら

ふ
べ
き
唐
衣
ま
だ
き
も
袖
の
濡ぬ

れ
に
け
る
哉
（
か
な
）（『
拾
遺
』
326
）

・
潮し
ほ

み
て
る
ほ
ど
に
行ゆ

き
か
ふ
―旅
―人
や
浜は
ま

な
の
橋は
し

と
名な

づ
け
そ
め
け
ん
（『
拾

遺
』
342
）

・
―旅たび
―人ゝと
の
萱か
や

刈か

り
覆お
ほ

ひ
作つ
く

る
て
ふ
ま
ろ
や
は
人
を
思
（
お
も
ひ
）忘わ
す

る
ゝ
（『
拾
遺
』
886
）

・
し
な
て
る
や
片か
た

岡を
か

山
に
飯い
ゐ

に
餓う

へ
（
ゑ
）
て
臥ふ

せ
る
―旅たび
―人
あ
は
れ
親お
や

な
し
（『
拾

遺
』
1350
）

・
三み

室む
ろ

山
も
み
ぢ
散ゝ
る
ら
し
―旅たび
―人
の
菅す
げ

の
を
笠が
さ

に
にゝ
し
き
を
（
お
）
り
か
く
（『
金

葉
』
263
）

・
み
山や
ま

路ぢ

に
け
さ
や
い
で
つ
る
―旅たび
―人
の
笠か
さ

し
ろ
た
へ
に
雪
つ
も
り
つ
ゝ
（『
新

古
今
』
928
）

・
夕ゆ
ふ

日
さ
す
浅あ
さ

茅ぢ

が
原は
ら

の
―旅たび
―人
は
あ
は
れ
い
づ
く
に
宿や
ど

を
と
る
ら
ん
（『
新

古
今
』
951
）

・
―旅たび
―人
の
袖
ふ
き
か
へ
す
秋
風
に
夕ゆ
ふ

日ひ

さ
び
し
き
山
の
か
け
は
し
（『
新
古

今
』
953
）

右
に
挙
げ
た
用
語
は
歌
語
で
あ
る
こ
と
が
比
較
的
明
確
な
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
以
外
に
も
「
も
の
の
ふ
（
武
士
）」「
ふ
ぢ
の
こ
ろ
も
（
藤
衣
）」「
み
づ

の
あ
わ
（
水
泡
）」「
た
ま
し
き
（
玉
敷
）」
等
、
歌
語
に
類
す
る
も
の
は
他
に

も
指
摘
で
き
よ
う
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
歌
語
の
使
用
は
必

ず
し
も
特
定
の
箇
所
に
偏
ら
ず
、
本
文
全
体
に
わ
た
っ
て
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
単
に
鴨
長
明
の
使
用
語
彙
と
い
う
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、『
方
丈
記
』
の

四 二
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文
体
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

五
『
方
丈
記
』
と
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
と
の

文
体
的
共
通
性

前
項
に
お
け
る
検
討
に
よ
り
、『
方
丈
記
』
の
文
体
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
、

歌
語
が
少
な
か
ら
ず
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
か
と
思
わ
れ

る
。
和
文
語
、
漢
文
訓
読
語
と
と
も
に
歌
語
が
相
応
の
重
み
を
も
っ
て
用
い
ら

れ
て
い
る
『
方
丈
記
』
の
文
体
と
は
、
ど
の
よ
う
な
文
体
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
に
、『
方
丈
記
』
に
お
け
る
副
詞
「
い
は
ば
」
に
つ
い
て
、『
古
今
和
歌

集
』
仮
名
序
の
影
響
を
受
け
て
用
い
ら
れ
た
語
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
た

が
、
改
め
て
『
方
丈
記
』
と
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
文
章
を
比
較
し
て
み

る
と
、
意
外
に
共
通
性
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
両
者
と
も
、
①
和
文
語
・
②
漢
文
訓
読
語
・
③
歌
語
が
交
用
さ

れ
、
④
対
句
的
表
現
が
多
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
文
章
全
体
に
お
け
る
各
要
素
の
比
重
と
い
う
点
で
は
両
者
の
間
に
相
違
が

認
め
ら
れ
、
漢
文
訓
読
語
の
使
用
で
は
『
方
丈
記
』
が
ま
さ
り
、
歌
語
の
使
用

で
は
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
が
ま
さ
っ
て
い
よ
う
。
と
は
言
え
、
こ
れ
ら
四

つ
の
文
体
的
要
素
が
同
一
文
章
中
に
存
在
し
、
そ
れ
ら
が
調
和
し
な
が
ら
統
一

的
な
文
体
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
両
者
の
共
通
性
に
つ
い
て
は
、『
方
丈
記
』

の
文
体
の
内
実
を
把
握
す
る
上
で
も
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
文
体
的
共
通
性
が
『
方
丈
記
』
と
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
と
の
間
に
認
め

ら
れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
用
語
や
文
体
に
お
い
て
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序

か
ら
『
方
丈
記
』
へ
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
が
第
一
に
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
両
者
の
文
章
と
し
て
の
成
立
の
あ
り
方
に
共
通
性
が
あ
る
こ

と
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
は
、
古
代
中
国
に
お
け
る
詩
論
（
漢
詩
文
）
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
仮
名
文
（
和
文
）
に
和
ら
げ
て
書
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お

り
（
16
）
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
和
文
体
を
基
調
と
し
な
が
ら
も
、
漢
文
訓
読
語
や
対

句
的
表
現
が
用
い
ら
れ
る
文
体
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
の
『
方

丈
記
』
は
、
四
六
駢
儷
体
（
漢
詩
文
）
で
書
か
れ
た
慶
滋
保
胤
の
「
池
亭
記
」

か
ら
、
着
想
や
表
現
に
お
い
て
著
し
い
影
響
を
受
け
つ
つ
叙
述
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
和
文
語
と
漢
文
訓
読
語
が
交
用
さ
れ
、
対

句
的
表
現
が
多
用
さ
れ
る
文
体
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

両
者
の
成
立
の
背
景
に
は
漢
詩
文
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
が
多
か
れ
少
な
か

れ
文
体
の
形
成
に
影
を
落
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
に
歌
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
勅
1
和
歌
集

の
序
文
で
あ
り
か
つ
我
が
国
最
古
の
歌
論
と
も
言
う
べ
き
文
章
で
あ
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
当
然
と
も
言
え
よ
う
。
で
は
、『
方
丈
記
』
の
場
合
は
ど
の
よ
う
に

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
方
丈
記
』
に
お
け
る
歌
語
は
、
必

ず
し
も
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
に
見
ら
れ
る
歌
語
と
は
共
通
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
直
接
的
な
用
語
の
受
容
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

い
。
も
ち
ろ
ん
、
作
者
の
鴨
長
明
が
歌
人
と
し
て
著
名
な
人
物
で
あ
り
、
歌
語
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が
長
明
自
身
に
と
っ
て
馴
染
み
の
あ
る
用
語
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
大
き
い

と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、『
方
丈
記
』
が
漢
詩
文
の
影
響
の

も
と
に
書
か
れ
た
文
章
で
あ
る
と
い
う
点
が
、
歌
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
要
因

の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

漢
詩
文
に
頻
用
さ
れ
る
漢
語
（
詩
語
）
の
中
に
は
、
和
語
に
読
み
替
え
ら
れ

て
日
本
語
に
な
っ
た
も
の
が
少
な
か
ら
ず
存
し
て
お
り
（「
白
雪
（
し
ら
ゆ
き
）」

「
黒
髪
（
く
ろ
か
み
）」「
春
風
（
は
る
か
ぜ
）」「
浮
雲
（
う
き
ぐ
も
）」「
白
波

（
し
ら
な
み
）」
等
）、
そ
の
よ
う
な
漢
詩
文
に
由
来
す
る
用
語
が
歌
語
と
し
て

も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
漢
詩
文
の

影
響
を
受
け
た
文
体
と
歌
語
と
は
意
外
に
親
和
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
、
漢
詩

文
の
影
響
の
も
と
に
書
か
れ
た
『
方
丈
記
』
に
お
い
て
歌
語
が
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
、
あ
な
が
ち
不
思
議
で
は
な
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

（
た
だ
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
歌
語
に
は
漢
語
（
詩
語
）
に
由
来
し
な
い
も

の
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
た
め
、〈
漢
詩
文
の
影
響
を
受
け
た
文
体
と
歌
語

と
の
親
和
性
〉
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
歌
語
全
般
に
広
げ
て
考
え
る
こ
と
は
で

き
ず
、
今
後
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
）。

な
お
、『
方
丈
記
』
に
は
漢
字
表
記
の
「
浮
雲
」「
白
波
」
が
用
い
ら
れ
て
い

る
が
、
音
読
さ
れ
た
と
す
れ
ば
漢
詩
文
に
由
来
す
る
詩
語
、
訓
読
さ
れ
た
と
す

れ
ば
詩
語
に
基
づ
く
歌
語
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、『
方
丈
記
』
の
文
体
と
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名

序
の
文
体
と
は
、
和
文
調
・
漢
文
訓
読
調
の
程
度
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
成
立

の
あ
り
方
や
そ
の
結
果
と
し
て
の
文
体
を
構
成
す
る
要
素
に
お
い
て
は
、
少
な

か
ら
ぬ
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

六
　
結
　
び

以
上
の
検
討
・
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

（
１
）『
方
丈
記
』
に
用
例
の
認
め
ら
れ
る
副
詞
「
い
は
ば
」
は
、『
方
丈
記
』

以
前
の
文
献
に
は
用
例
が
極
め
て
乏
し
く
、
和
文
語
と
し
て
も
漢
文
訓
読

語
と
し
て
も
一
般
的
な
用
語
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）
今
回
の
調
査
で
は
、『
方
丈
記
』
以
前
に
お
け
る
副
詞
「
い
は
ば
」
の
用

例
は
六
例
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
四
例
が
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名

序
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
は
、
鴨
長
明
作
『
無

名
抄
』
に
、
仮
名
文
を
書
く
場
合
の
手
本
と
す
べ
き
文
献
の
一
つ
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
鴨
長
明
は
、
同
仮
名
序
の
文
章
と
し
て
の
価
値
を
高

く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
３
）『
方
丈
記
』
以
前
に
用
例
の
極
め
て
乏
し
い
副
詞
「
い
は
ば
」
が
、『
方

丈
記
』
へ
の
影
響
関
係
の
想
定
さ
れ
る
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
に
お
い

て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、『
方
丈
記
』
に
お
け
る
「
い
は

ば
」
は
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
影
響
を
受
け
て
用
い
ら
れ
て
い
る
可

能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

（
４
）『
方
丈
記
』
に
は
、
副
詞
「
い
は
ば
」
以
外
に
も
、『
古
今
和
歌
集
』
仮

名
序
と
共
通
す
る
表
現
が
少
な
か
ら
ず
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
方

― 10―



丈
記
』
は
、『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
か
ら
用
語
や
表
現
の
使
用
に
関
し

て
影
響
を
受
け
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

（
５
）『
方
丈
記
』
に
は
、
具
体
的
な
和
歌
を
踏
ま
え
た
結
果
と
し
て
用
い
ら
れ

た
歌
語
的
表
現
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
通
常
散
文
に
は
用

い
ら
れ
ず
基
本
的
に
は
和
歌
に
用
い
ら
れ
る
は
ず
の
、
い
わ
ゆ
る
歌
語
が

少
な
か
ら
ず
用
い
ら
れ
て
い
る
。『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
に
も
、
具
体

的
な
和
歌
を
踏
ま
え
た
歌
語
的
表
現
や
い
わ
ゆ
る
歌
語
が
用
い
ら
れ
て
い

る
が
、『
方
丈
記
』
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
用
語
と
は
共
通
し
て
い
な
い
。

す
な
わ
ち
、『
方
丈
記
』
に
お
け
る
歌
語
（
的
表
現
）
の
使
用
は
、『
古
今

和
歌
集
』
仮
名
序
か
ら
直
接
的
に
用
語
を
受
容
し
た
結
果
で
は
な
く
、
文

体
レ
ベ
ル
の
影
響
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

（
６
）『
方
丈
記
』
と
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
と
の
間
に
は
、
①
和
文
語
・
②

漢
文
訓
読
語
・
③
歌
語
（
的
表
現
）
が
交
用
さ
れ
、
④
対
句
的
表
現
が
多

用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
、『
古

今
和
歌
集
』
仮
名
序
か
ら
『
方
丈
記
』
へ
の
、
用
語
や
文
体
レ
ベ
ル
で
の

影
響
が
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
両
者
と
も
に
成
立
の
背
景
に
漢
詩
文
の

存
在
が
あ
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
方
丈
記
』
は
従
来
、
文
体
史
の
流
れ
の
中
で
和
漢
混
淆
文
の
一
典
型
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
は
、
文
体
史
の
流
れ
と
は
別
に
、
時
代

も
文
章
ジ
ャ
ン
ル
も
異
な
る
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
か
ら
の
個
別
的
な
影
響

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。

右
の
こ
と
が
事
実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、『
方
丈
記
』
の
文
体
が
文
体
史
の
中

に
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
改
め
て
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

今
後
は
、
鴨
長
明
の
他
の
作
品
と
の
比
較
等
に
よ
っ
て
、『
方
丈
記
』
の
文
体

に
お
け
る
類
型
性
と
個
別
性
を
見
極
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

注（
１
）
本
文
は
、
大
曾
根
章
介
・
久
保
田
淳
編
『
鴨
長
明
全
集
』（
貴
重
本
刊
行
会
、
二
〇

〇
〇
年
）
所
収
の
影
印
本
を
用
い
た
が
、
適
宜
濁
点
と
句
読
点
を
付
し
た
。

（
２
）「
い
ふ
」
の
未
然
形
に
「
ば
」
の
付
い
た
形
の
う
ち
、
動
詞
と
し
て
の
意
味
が
明
確

で
、
文
の
成
分
と
し
て
仮
定
条
件
を
表
す
述
部
を
構
成
し
て
い
る
次
の
よ
う
な
用
例

は
、
副
詞
「
い
は
ば
」
に
含
め
な
い
こ
と
と
す
る
。

・
イ
ハ
ム
ヤ
ソ
ノ
前
後
ニ
シ
ヌ
ル
物
ヲ
ホ
ク
、
又
河
原
白
河
西
ノ
京
モ
ロ
B
C
ノ
邊

地
ナ
ド
ヲ
ク
ハ
ヘ
テ
―イ
―ハ
―ヾ
、
際
限
モ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。（
五
九
八
⑥
）

・
ソ
ノ
所
ノ
サ
マ
ヲ
―イ
―ハ
―ヾ
、
南
ニ
カ
ケ
ヒ
ア
リ
。
イ
ワ
ヲ
タ
テ
ヽ
水
ヲ
タ
メ
タ
リ
。

（
六
〇
五
⑧
）

（
３
）
検
索
に
用
い
た
索
引
類
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

有
賀
嘉
寿
子
『
今
昔
物
語
集
自
立
語
索
引
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八
二
年
）、
東
辻
保

和
『
打
聞
集
の
研
究
と
総
索
引
』（
清
文
堂
出
版
、
一
九
八
一
年
）、
月
本
直
子
・
月

本
雅
幸
『
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
宝
物
集
総
索
引
』（
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
）、
山

内
洋
一
郎
『
古
本
説
話
集
総
索
引
』（
風
間
書
房
、
一
九
六
九
年
）、
増
田
繁
夫
（
他
）

『
宇
治
拾
遺
物
語
総
索
引
』（
清
文
堂
出
版
、
一
九
七
五
年
）、
峰
岸
明
・
王
朝
文
学
研

究
会
『
閑
居
友
　
本
文
並
び
に
総
索
引
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
四
年
）、
有
賀
嘉
寿

子
『
古
事
談
語
彙
索
引
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）、
安
田
孝
子
（
他
）『
1
集
抄

自
立
語
索
引
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）、
泉
基
博
『
十
訓
抄
　
本
文
と
索
引
』

（
笠
間
書
院
、
一
九
八
二
年
）、
有
賀
嘉
寿
子
『
古
今
著
聞
集
総
索
引
』（
笠
間
書
院
、
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二
〇
〇
二
年
）、
深
井
一
郎
『
慶
長
十
年
古
活
字
本
沙
石
集
総
索
引
　
索
引
篇
』（
勉

誠
社
、
一
九
八
〇
年
）、
坂
詰
力
治
・
見
野
久
幸
『
保
元
物
語
総
索
引
』（
武
蔵
野
書

院
、
一
九
八
一
年
）、
坂
詰
力
治
・
見
野
久
幸
『
平
治
物
語
総
索
引
』（
武
蔵
野
書
院
、

一
九
七
九
年
）、
北
原
保
雄
・
小
川
栄
一
『
延
慶
本
平
家
物
語
　
索
引
篇
上
・
下
』（
勉

誠
社
、
一
九
九
六
年
）、
金
田
一
春
彦
・
清
水
功
・
近
藤
政
美
『
平
家
物
語
総
索
引
』

（
学
習
研
究
社
、
一
九
七
三
年
）、
3
原
邦
彦
『
水
鏡
　
本
文
及
び
総
索
引
』（
笠
間
書

院
、
一
九
九
〇
年
）、
小
久
保
崇
明
『
篁
物
語
　
校
本
及
び
総
索
引
』（
笠
間
書
院
、

一
九
七
〇
年
）、
池
田
利
夫
『
唐
物
語
　
校
本
及
び
総
索
引
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七

五
年
）、
鈴
木
一
彦
・
猿
田
知
之
・
中
山
緑
朗
『
海
道
記
総
索
引
』（
明
治
書
院
、
一

九
七
六
年
）、
江
口
正
弘
・
熊
本
女
子
大
学
国
語
学
研
究
室
『
東
関
紀
行
　
本
文
及
び

総
索
引
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
七
年
）、
江
口
正
弘
『
十
六
夜
日
記
　
校
本
及
び
総

索
引
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
二
年
）、
辻
村
敏
樹
『
と
は
ず
が
た
り
総
索
引
　
自
立

語
篇
』（
笠
間
書
院
、
一
九
九
二
年
）、
時
枝
誠
記
『
改
訂
版
徒
然
草
総
索
引
』（
至
文

堂
、
一
九
六
七
年
）

（
４
）『
発
心
集
』
の
本
文
は
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
本
（
新
潮
社
）
を
用
い
た
。

（
５
）
検
索
に
用
い
た
索
引
類
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

上
坂
信
男
『
九
本
対
照
竹
取
翁
物
語
語
彙
索
引
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八
〇
年
）、
小

久
保
崇
明
・
山
田
瑩
徹
『
土
左
日
記
　
本
文
及
び
語
彙
索
引
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八

一
年
）、
大
野
晋
・
辛
島
稔
子
『
伊
勢
物
語
総
索
引
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
二
年
）、

塚
原
鉄
雄
・
曾
田
文
雄
『
大
和
物
語
語
彙
索
引
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
〇
年
）、
松

尾
聡
・
江
口
正
弘
『
落
窪
物
語
総
索
引
』（
明
治
書
院
、
一
九
六
七
年
）、
宇
津
保
物

語
研
究
会
『
宇
津
保
物
語
本
文
と
索
引
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
五
年
）、
佐
伯
梅
友
・

伊
牟
田
経
久
『
改
訂
新
版
　
か
げ
ろ
ふ
日
記
総
索
引
　
索
引
編
』（
風
間
書
房
、
一
九

八
一
年
）、
田
中
重
太
郎
『
校
本
枕
冊
子
総
索
引
一
・
二
』（
古
典
文
庫
、
一
九
六
九
〜

七
四
年
）、
池
田
亀
鑑
『
源
氏
物
語
大
成
　
四
〜
六
　
索
引
編
』（
中
央
公
論
社
、
一

九
五
三
〜
五
六
年
）、
今
西
祐
一
郎
（
他
）『
紫
式
部
日
記
語
彙
用
例
総
索
引
』（
勉
誠

社
、
一
九
九
七
年
）、
東
節
夫
・
塚
原
鉄
雄
・
前
田
欣
吾
『
和
泉
式
部
日
記
総
索
引
』

（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
五
九
年
）、
東
節
夫
・
塚
原
鉄
雄
・
前
田
欣
吾
『
更
級
日
記
総

索
引
』（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
五
六
年
）、
阪
倉
篤
義
・
高
村
元
継
・
志
水
富
夫
『
夜

の
寝
覚
総
索
引
』（
明
治
書
院
、
一
九
七
四
年
）、
塚
原
鉄
雄
・
秋
本
守
英
・
神
尾
暢

子
『
狭
衣
物
語
語
彙
索
引
』（
笠
間
書
院
、
一
九
七
五
年
）、
池
田
利
夫
『
浜
松
中
納

言
物
語
索
引
』（
武
蔵
野
書
院
、
一
九
六
四
年
）、
松
村
博
司
『
栄
花
物
語
全
注
釈

八
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
一
年
）、
秋
葉
安
太
郎
『
大
鏡
の
研
究
　
上
　
本
文
編
』

（
桜
楓
社
、
一
九
六
一
年
）、
3
原
邦
彦
・
藤
掛
和
美
・
塚
原
清
『
今
鏡
　
本
文
及
び

総
索
引
』（
笠
間
書
院
、
一
九
八
七
年
）、
ひ
め
ま
つ
の
会
『
八
代
集
総
索
引
　
和
歌

自
立
語
編
』（
大
学
堂
書
店
、
一
九
八
八
年
）

『
栄
花
物
語
』
の
本
文
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
岩
波
書
店
）
を
用
い
た
。

（
６
）『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
本
文
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
本
（
小
学
館
）
を

用
い
た
。
な
お
、『
古
典
対
照
語
い
表
』
で
は
歌
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、『
古

今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
用
例
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

（
７
）
平
安
時
代
の
和
文
な
ら
び
に
漢
文
訓
読
文
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
の
仮
名
交
じ
り
文
に

お
い
て
、
副
詞
「
い
は
ば
」
の
用
例
が
乏
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版
』（
小
学
館
）「
い
わ
―
ば
」
の
「
語
誌
」
欄
に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

元
来
、
未
然
形
＋「
ば
」
で
仮
定
を
表
わ
す
用
法
。
漢
文
訓
読
で
は
ふ
つ
う
用
い
ら

れ
ず
、
中
古
で
は
、「
古
今
和
歌
集
」
の
仮
名
序
の
ほ
か
用
例
が
乏
し
く
、「
源
氏

物
語
」
等
の
物
語
や
日
記
類
、「
今
昔
物
語
集
」
な
ど
に
は
例
が
な
い
。
中
世
で

は
、
も
っ
ぱ
ら
和
文
の
流
れ
を
汲
む
論
説
的
文
体
で
用
い
ら
れ
、「
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日

本
大
文
典
」
に
も
「
例
へ
ば
」、「
物
な
ら
ば
」、「
申
さ
ば
」
と
と
も
に
「
説
明
・

比
喩
」
の
副
詞
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
同
辞
典
に
お
け
る
「
い
わ
―
ば
」
項
の
末
尾
に
は
、
古
辞
書
に
お
け
る
「
い

は
ば
」
の
記
載
が
表
示
さ
れ
て
い
な
い
（
す
な
わ
ち
近
世
期
ま
で
の
古
辞
書
に
「
い

は
ば
」
の
記
載
が
見
出
さ
れ
な
い
）
こ
と
か
ら
、
や
は
り
漢
文
訓
読
で
は
用
い
ら
れ
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な
い
語
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、『
時
代
別
国
語
大
辞
典
　
室
町
時
代
編
』（
三
省
堂
、
一
九
八
九
〜
二
〇
〇
一

年
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

も
と
動
詞
「
言
ふ
」
の
未
然
形
に
接
続
助
詞
「
ば
」
の
付
い
た
も
の
。
あ
る
事
態

に
つ
い
て
の
叙
述
を
受
け
て
、
そ
れ
と
厳
密
に
は
対
比
し
て
言
え
な
い
事
で
あ
る

の
を
、
包
括
的
、
ま
た
は
仮
説
的
に
言
お
う
と
す
る
場
合
に
用
い
る
。
言
っ
て
み

れ
ば
。
し
い
て
言
う
な
ら
。「〈
副
詞
の
説
明
・
比
喩
に
属
す
る
語
〉
イ
ワ
バ
、
申
サ

バ
」（
大
文
典
一
）「
司
馬
遷
ハ
、
武
帝
ノ
時
ニ
著
ニ
史
記
一
タ
者
ヂ
ヤ
ホ
ド
ニ
、
相
去

ル
コ
ト
遠
モ
ア
ル
マ
イ
ゾ
。
結
句
ハ
ヲ
サ
ナ
ウ
テ
賈
誼
ヲ
見
タ
事
モ
ア
ラ
ウ
ゾ
。

云
ワ
ハ
、
同
時
デ
、
チ
ツ
ト
サ
キ
ノ
者
デ
ア
ル
ヲ
、
其
文
章
ヲ
取
テ
」（
史
記
抄
四
）

な
お
、『
時
代
別
国
語
大
辞
典
　
上
代
編
』（
三
省
堂
、
一
九
九
〇
年
）
に
は
「
い
は

ば
」
は
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
。

（
８
）『
無
名
抄
』
の
本
文
は
、
簗
瀬
一
雄
『
無
名
抄
全
講
』（
加
藤
中
道
館
、
一
九
八
〇

年
）
を
用
い
た
が
、
片
仮
名
で
翻
字
さ
れ
て
い
る
「
ハ
」「
ミ
」
は
平
仮
名
に
改
め
た
。

（
９
）
永
積
安
明
「
文
体
に
お
け
る
中
世
の
成
立
―
『
平
家
物
語
』
と
『
方
丈
記
』
を
め
ぐ

っ
て
―
」（『
文
学
』
二
六
―
一
〇
、
一
九
五
八
・
一
〇
）、
峰
岸
明
「
大
福
光
寺
本

『
方
丈
記
』
の
文
章
に
お
け
る
和
漢
の
混
淆
に
つ
い
て
―
和
漢
混
淆
文
の
文
体
分
析
に

関
す
る
試
案
―
」（『
国
語
学
論
集
』
表
現
社
、
一
九
七
六
年
）、
浅
見
和
彦
「
方
丈
記

の
文
体
―
作
品
論
へ
の
手
掛
か
り
と
し
て
―
」（『
文
学
』
五
二
―
五
、
一
九
八
四
・

五
）、
遠
藤
好
英
「『
方
丈
記
』
の
文
章
―
そ
の
史
的
位
置
と
独
自
性
へ
の
視
点
―
」

（
宮
城
学
院
女
子
大
学
『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
二
二
、
一
九
八
七
・
一
）
等
。

（
10
）
永
積
安
明
「
方
丈
記
序
論
」（『
中
世
文
学
論
』
同
心
社
、
一
九
五
三
年
）
等
。

（
11
）
稲
田
利
徳
「『
方
丈
記
』
の
文
体
―
歌
語
的
措
辞
の
融
解
―
」（『
国
文
学
　
解
釈

と
鑑
賞
』
五
九
―
五
、
一
九
九
四
・
五
）。

な
お
、
注
（
９
）
の
浅
見
文
献
で
は
、
歌
語
的
表
現
は
対
句
的
構
造
の
中
に
配
置
さ
れ

て
お
り
、
本
来
的
に
は
対
句
に
な
じ
ま
な
い
と
思
わ
れ
る
和
語
を
あ
え
て
対
句
に
仕

立
て
上
げ
る
こ
と
で
、
和
文
の
新
し
い
表
現
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か

と
説
か
れ
て
い
る
。

（
12
）
櫻
井
光
昭
「
歌
語
の
性
格
―
古
今
和
歌
集
を
中
心
に
―
」（
早
稲
田
大
学
『
国
文
学

研
究
』
七
六
、
一
九
八
二
・
三
）。
本
文
献
に
は
、『
方
丈
記
』
に
用
い
ら
れ
て
い
る

歌
語
と
し
て
、
さ
ら
に
「
白し
ら

波な
み

」「
鄙ひ
な

」
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
前
者
は
漢
語
「
白は
く

波は

」
の
可
能
性
が
あ
り
、
後
者
は
動
詞
の
「
鄙ひ
な

ぶ
」（
大
福
光
寺
本
で
は
活
用
語
尾
が

脱
落
）
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
稿
で
は
除
外
し
た
。

（
13
）『
源
氏
物
語
』
の
本
文
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
岩
波
書
店
）
を
用
い
た
。

（
14
）
八
代
集
の
本
文
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
岩
波
書
店
）
を
用
い
た
。
以
下
同
。

（
15
）『
方
丈
記
』
に
お
け
る
縁
語
的
な
表
現
と
し
て
は
、
他
に
「
所
カ
ハ
ラ
チ
カ
ケ
レ
バ
、

―水
―難
モ
フ
カ
ク
、
―白
―波
（〈
盗
賊
〉
の
意
）
ノ
ヲ
ソ
レ
モ
サ
ハ
ガ
シ
」（
六
〇
三
②
）

な
ど
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
16
）
竹
岡
正
夫
『
古
今
和
歌
集
全
評
釈
　
上
・
下
』（
右
文
書
院
、
一
九
七
六
年
）、
渡
辺

実
『
平
安
朝
文
章
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
一
年
）
第
一
章
第
三
節
「
晴
れ

の
か
な
文
―
古
今
集
仮
名
序
」、
小
島
憲
之
・
新
井
栄
蔵
校
注
　
新
日
本
古
典
文
学

大
系
５
『
古
今
和
歌
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）、
片
桐
洋
一
『
古
今
和
歌
集

全
評
釈
　
上
・
中
・
下
』（
講
談
社
、
一
九
九
八
年
）
等
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
平
成
二
十
三
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
研
究
集
会
（
十
一
月
二
十
七
日
）

に
お
け
る
口
頭
発
表
「『
方
丈
記
』
の
用
語
と
文
体
―
副
詞
「
い
は
ば
」
の
使
用
例
が
意

味
す
る
も
の
―
」
に
基
づ
き
、
修
正
を
加
え
て
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
席
上
で

は
原
卓
志
・
土
居
裕
美
子
・
磯
貝
淳
一
各
氏
よ
り
、
発
表
後
に
は
佐
々
木
勇
氏
よ
り
、
貴

重
な
ご
助
言
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

―
あ
お
き
・
た
け
し
、
徳
島
文
理
大
学
准
教
授
―
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